
2001年6月福島大学教育学部論集第70号88

「
糸
女
覚
え
書
」
の
構
図

勝

倉

壽

一

一
　
歴
史
小
説
の
構
想

　
芥
川
龍
之
介
の
歴
史
小
説
「
糸
女
覚
え
書
」
（
大
正
十
三
二
　
「
中
央
公
論
」
）

は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
七
月
、
徳
川
家
康
、
石
田
三
成
を
総
大
将
と
す
る

東
西
両
軍
が
激
突
し
た
関
ヶ
原
の
戦
の
折
に
、
三
成
側
に
よ
る
大
名
の
内
室
人
質

策
の
犠
牲
と
な
っ
た
細
川
越
中
守
忠
興
夫
人
秀
林
院
（
洗
礼
名
ガ
ラ
シ
ャ
）
の
死

へ
の
顛
末
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
芥
川
は
語
り
手
と
し
て
糸
女
な
る
侍
女
を
設

定
し
、
二
十
三
ケ
条
に
わ
た
る
報
告
書
の
形
式
を
用
い
て
、
三
成
側
の
軍
勢
を
迎

え
た
忠
興
留
守
邸
の
混
乱
し
た
様
相
を
活
写
し
て
い
る
。

　
こ
の
作
品
の
成
立
事
情
と
構
想
を
窺
い
知
る
資
料
と
し
て
は
、
つ
と
に
吉
田
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

一
氏
が
典
拠
と
し
て
「
霜
女
覚
え
書
」
と
い
う
史
料
の
存
在
を
紹
介
さ
れ
た
が
、

武
藤
光
麿
氏
は
細
川
家
所
蔵
の
同
史
料
の
全
文
を
翻
刻
・
紹
介
し
、
芥
川
が
典
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

と
し
た
こ
と
を
検
証
さ
れ
た
。
「
霜
女
覚
え
書
」
は
、
秀
林
院
の
遭
難
時
に
、
そ
の

遺
命
を
受
け
た
侍
女
入
江
霜
が
、
事
件
か
ら
四
十
八
年
後
の
正
保
五
年
（
一
六
四

八
）
二
月
十
九
日
、
時
の
当
主
細
川
光
尚
に
提
出
し
た
九
ケ
条
の
殉
難
始
末
書
で

あ
る
。
「
糸
女
覚
え
書
」
は
こ
の
史
料
の
始
末
書
形
式
を
模
倣
し
て
お
り
、
殉
難
の

顛
末
の
史
実
は
こ
れ
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
細
川
家
に
所
蔵
さ
れ
た
こ
の
史
料
を
、
芥
川
は
ど
の
よ
う
に
し
て

披
見
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
と
に
、
山
本
健
吉
氏
は
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）
著

『
近
世
日
本
国
民
史
』
の
『
家
康
時
代
上
巻
・
関
原
役
』
に
所
載
の
「
霜
女
の
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

え
書
の
パ
ロ
デ
イ
を
作
ら
う
と
試
み
た
」
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
「
霜
女
覚
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ
ロ

書
」
の
全
文
は
武
藤
氏
に
次
い
で
吉
田
氏
も
紹
介
さ
れ
た
が
、
吉
田
氏
の
紹
介
文

は
『
近
世
日
本
国
民
史
』
に
所
載
の
蘇
峰
翻
刻
文
と
同
文
で
あ
る
。

　
こ
の
蘇
峰
翻
刻
文
と
武
藤
氏
翻
刻
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、

第
一
条
の
日
付
（
傍
線
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
勝
倉
、
以
下
同
じ
〕

　
・
石
田
治
部
少
乱
の
年
七
月
十
三
日
に
、
…
…
…
（
蘇
峰
）

　
・
石
田
し
ぶ
の
セ
う
ら
ん
の
と
し
七
月
十
二
日
に
、
…
…
…
（
武
藤
氏
）

第
一
条
の
脱
落
部
分
（
傍
線
部
）

　
・
如
何
候
は
ん
と
被
レ
申
候
故
。
則
秀
梱
院
様
へ
、
其
通
申
上
懊
、
ぺ
ば
「
，
秀
林

　
　
院
様
御
意
被
レ
成
候
は
、
…
…
…
（
蘇
峰
）

　
・
い
か
》
候
ハ
ん
や
と
申
さ
れ
候
ゆ
へ
す
な
わ
ち
し
ゆ
う
り
ん
ゐ
ん
様
御
意
な

　
　
さ
れ
候
ハ
、
…
…
…
（
武
藤
氏
）

な
ど
、
細
部
に
多
く
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

　
と
く
に
、
三
成
方
が
諸
大
名
の
内
室
を
人
質
に
取
る
と
い
う
風
聞
に
つ
い
て
、

留
守
居
役
小
笠
原
少
斎
、
河
北
石
見
が
対
応
を
秀
林
院
に
問
い
合
わ
せ
た
日
付
に

つ
い
て
、
武
藤
氏
紹
介
の
史
料
に
は
「
七
月
十
二
日
」
と
あ
る
が
、
芥
川
の
「
糸

女
覚
え
書
」
、
そ
の
草
稿
と
見
ら
れ
る
未
定
稿
「
烈
女
」
（
大
正
十
二
）
は
と
も
に

「
七
月
十
三
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
芥
川
は
『
近
世
日
本
国
民
史
』
の
蘇
峰
翻
刻

文
に
拠
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
同
書
は
「
糸
女
覚
え
書
」
の
執
筆
に
先
立
つ

（一

j



（
二
）
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大
正
十
二
年
↓
月
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
芥
川
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
以
前
か
ら
蘇

峰
に
関
心
を
有
し
て
い
た
芥
川
は
、
『
近
世
日
本
国
民
史
』
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
ヨ
　

が
窺
わ
れ
る
。

　
な
お
、
語
り
手
糸
女
の
出
自
に
つ
い
て
、
芥
川
は
こ
れ
を
「
魚
屋
（
な
や
）
清

左
衛
門
」
な
る
南
蛮
貿
易
商
の
娘
に
設
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
近
世
日
本
国

民
史
』
に
所
載
の
「
菜
屋
（
納
屋
）
助
左
衛
門
」
の
振
り
、
ま
た
、
細
川
家
の
奥

向
き
男
子
禁
制
の
家
風
を
笑
う
黒
田
家
臣
「
森
太
兵
衛
」
の
設
定
は
『
黒
田
家
臣

伝
』
に
出
る
黒
田
家
の
重
臣
「
母
里
太
兵
衛
」
の
振
り
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

菜
屋
助
左
衛
門
は
別
名
「
呂
宋
助
左
衛
門
」
と
呼
ば
れ
、
琉
球
・
ル
ソ
ン
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
レ

海
外
貿
易
で
知
ら
れ
た
。
黒
田
家
臣
母
里
太
兵
衛
は
、
三
成
方
に
よ
る
大
名
の
内

室
人
質
策
に
対
し
て
、
主
君
黒
田
如
水
・
長
政
の
内
室
を
無
事
に
大
坂
か
ら
脱
出

さ
せ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
芥
川
が
尊
敬
し
、
そ
の
歴
史
小
説
を
範
と
し
た
森

鶴
外
の
「
栗
山
大
膳
」
（
大
正
三
・
九
「
太
陽
」
）
に
黒
田
夫
人
救
出
の
顛
末
が
記

さ
れ
て
お
り
、
芥
川
は
こ
れ
を
披
見
し
た
は
ず
で
あ
る
。
芥
川
は
こ
れ
ら
の
史
料
・

先
行
文
献
を
踏
ま
え
て
「
某
屋
清
左
衛
門
」
「
森
太
兵
衛
」
を
設
定
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
糸
女
覚
え
書
」
は
芥
川
の
い
わ
ゆ
る
キ
リ
シ
タ
ン
物
の
最

後
の
作
品
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
吉
田
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
芥
川
は
「
吉
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ロ

支
丹
七
部
集
」
の
構
想
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
一
般
に

完
節
の
貞
婦
、
敬
虔
な
キ
リ
シ
タ
ン
の
伝
説
の
美
女
ガ
ラ
シ
ャ
の
偶
像
破
壊
を
意

図
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
、
総
じ
て
作
品
の
評
価
は
低
い
。

　
］
方
、
芥
川
の
「
手
帳
」
に
は
、
「
糸
女
覚
え
書
」
「
烈
女
」
な
ど
の
構
想
メ
モ

が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
①
細
川
忠
興
夫
人
の
自
殺
。
自
殺
と
聞
い
て
悲
観
し
て
み
た
ク
リ
ス
チ
ア
ン
、

　
　
他
殺
と
聞
い
て
よ
ろ
こ
ぶ
。
（
手
帳
三
）

　
②
大
事
件
の
。
≦
窪
と
し
て
2
。
R
o
≦
江
0
9
旨
9
ヨ
房
を
見
る
事
。
（
同
・

　
　
四
）

　
③
武
士
の
妻
。
9
誘
二
。
。
四
8
≦
巽
α
。
細
川
忠
興
夫
人
の
死
。
ω
巳
含
尋
問

　
　
題
。
（
同
・
八
）

　
①
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
指
す
か
、
ガ
ラ
シ
ャ
の
救
い
に
安
堵
し
た

意
か
不
明
で
あ
る
が
、
「
糸
女
覚
え
書
」
で
は
、
宣
教
師
に
よ
る
自
殺
し
た
夫
人
の

救
霊
の
否
定
と
、
救
霊
の
ミ
サ
に
事
寄
せ
て
銀
貨
を
乞
う
宗
教
家
の
卑
俗
な
功
利

心
を
記
し
た
第
十
九
項
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
③
の
前
半
部
「
武
士
の
妻
。

○
該
ω
二
ω
㊤
8
≦
◎
三
」
と
い
う
メ
モ
は
キ
リ
シ
タ
ン
物
「
お
し
の
」
（
大
正
十
二
・

四
「
中
央
公
論
」
）
と
し
て
成
立
し
た
。
「
お
し
の
」
は
、
十
字
架
上
の
イ
エ
ス
の

苦
悩
や
懐
疑
を
臆
病
・
意
気
地
な
さ
の
証
拠
と
し
て
唾
棄
す
る
武
士
の
妻
を
通
し

て
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
封
建
武
士
道
倫
理
と
の
絶
望
的
な
懸
隔
を
描
い
た
も
の

で
あ
る
。

　
］
方
、
②
は
未
定
稿
「
烈
女
」
の
中
に
大
凶
時
に
乱
舞
す
る
蝶
の
群
に
語
り
手

が
凶
兆
を
感
じ
る
場
面
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
烈
女
」
は
、
史
料
「
霜
女
覚

え
書
」
に
準
拠
し
て
、
典
拠
の
記
載
を
追
い
な
が
ら
霜
女
と
思
し
い
秀
林
院
付
け

の
侍
女
が
事
件
の
顛
末
を
語
る
と
い
う
、
主
観
や
回
想
を
交
え
た
体
験
報
告
形
式

の
文
章
で
未
完
で
あ
る
。
同
史
料
に
は
存
在
し
な
い
忠
興
夫
妻
の
伝
説
や
幾
分
の

創
作
部
分
を
加
え
て
い
る
が
、
総
じ
て
才
色
兼
備
し
た
完
堅
の
貞
女
と
す
る
ガ
ラ

シ
ャ
伝
説
に
準
拠
し
て
お
り
、
戦
乱
の
世
に
信
仰
と
節
義
に
殉
じ
た
夫
人
の
覚
悟

の
高
さ
を
描
い
て
、
偶
像
破
壊
の
意
図
や
信
仰
へ
の
懐
疑
な
ど
は
全
く
窺
わ
れ
な

い
。
大
正
十
一
年
九
月
の
「
お
ぎ
ん
」
（
「
中
央
公
論
」
V
か
ら
十
二
年
末
の
筆
に
な

る
「
糸
女
覚
え
書
」
に
至
る
ま
で
、
信
仰
者
へ
の
崇
敬
と
批
判
、
信
仰
へ
の
賛
仰

と
懐
疑
・
否
定
な
ど
の
両
極
端
を
示
す
作
品
や
、
構
想
メ
モ
、
未
定
稿
な
ど
が
書

き
残
さ
れ
て
い
る
事
実
は
注
目
に
値
す
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
事
実
を
キ
リ
シ
タ
ン
物
の
枠
組
よ
り
広
く
、
近
世
初
期
の
人
物

群
像
に
焦
点
を
当
て
た
歴
史
小
説
の
構
想
と
し
て
見
れ
ば
、
同
時
期
の
「
手
帳
」

に
は
「
清
正
と
家
康
（
佐
渡
守
）
」
「
家
康
と
直
弼
」
「
淀
殿
の
天
下
取
り
の
祈
薦
」

「
且
元
と
佐
渡
守
。
Z
o
≦
桐
一
葉
」
「
家
康
女
を
利
用
す
る
に
妙
を
得
た
り
」
な
ど

の
構
想
メ
モ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
近
世
日
本
国
民
史
』

か
ら
想
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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大
正
十
二
年
執
筆
の
草
稿
類
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
商
売
聖
母
」
と
「
天
主
の

死
」
の
断
簡
の
存
在
で
あ
る
。
「
商
売
聖
母
」
は
、
天
草
の
乱
を
舞
台
に
、
信
徒
ら

の
死
骸
を
「
石
垣
の
上
か
ら
、
黙
黙
と
そ
の
姿
を
見
下
し
て
み
る
」
「
白
衣
の
聖
母
」

の
「
お
．
こ
そ
か
に
、
悠
然
と
」
し
た
姿
が
、
そ
の
実
は
「
明
ら
か
に
唯
の
女
人
」

で
あ
り
、
「
一
朶
の
薔
薇
の
花
を
愛
す
る
唯
の
紅
毛
人
の
女
人
で
あ
る
」
と
す
る
、

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
へ
の
懐
疑
を
綴
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
天
主
の
死
」
と
題
さ
れ
た

草
稿
は
、
大
坂
落
城
か
ら
島
原
の
乱
に
至
る
歴
史
の
展
開
と
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
を

結
ぶ
要
点
を
記
し
た
構
想
メ
モ
に
続
い
て
、
「
デ
ウ
ス
の
死
・
序
」
「
天
主
の
死
・

序
」
「
天
草
記
・
序
の
一
・
徳
川
家
康
」
な
ど
六
つ
の
草
稿
断
片
か
ら
成
る
。
こ
れ

ら
の
断
簡
は
、
い
ず
れ
も
大
坂
落
城
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
と
宣
教
師
の
、
ま
た

家
康
側
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
を
描
い
た
も
の
で
、
構
想
メ
モ
の
初
発
部
に
相
当

す
る
。

　
そ
の
壮
大
な
歴
史
小
説
の
構
想
は
、
芥
川
の
心
身
の
疲
労
の
た
め
に
断
念
さ
れ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
完
成
を
見
た
の
が
、
関
ヶ

原
の
戦
に
関
わ
る
貞
女
悲
話
の
主
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
死
を
描
い
た
「
糸
女
覚
え
書
」

で
あ
っ
た
。
「
糸
女
覚
え
書
」
と
同
年
に
執
筆
さ
れ
た
草
稿
「
烈
女
」
に
は
、
偶
像

破
壊
の
意
図
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
糸
女
と
い
う
虚
構
の
語
り
手
の
設
定

に
は
、
偶
像
破
壊
の
意
図
の
み
な
ら
ず
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
を
め
ぐ
る
新
た
な
構

想
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
近
世
初
期
の
動
乱
の
世
の
動
き
と
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
を
描
く
と

い
う
芥
川
の
歴
史
小
説
の
構
想
の
具
体
化
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
完
成
形
態
が
ガ
ラ
シ
ャ
の
死
の
顛
末
に
焦
点
を
当
て

た
短
編
小
説
に
止
ま
っ
た
こ
と
、
及
び
典
拠
史
料
の
表
現
様
式
に
従
い
二
十
三
箇

条
の
覚
え
書
様
式
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
も
、
心
身
の
疲
労
・
衰
弱
と
激
変
す
る

社
会
の
中
で
、
自
己
の
確
か
な
拠
り
所
を
求
め
た
芥
川
の
心
意
の
揺
れ
を
象
徴
的

に
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
　
語
り
手
の
位
相

　
こ
の
作
品
の
構
図
に
つ
い
て
、
つ
と
に
岩
上
順
一
氏
は
糸
女
像
に
「
大
戦
後
に

澎
湃
た
る
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
嘲
笑
的
否
定
精
神
」
の
形
象
を
捉
え
、
糸
女
の
批
判

は
「
芥
川
が
そ
の
時
代
の
イ
ン
テ
リ
女
性
に
向
け
て
放
つ
た
批
評
」
で
あ
る
と
と

も
に
、
「
知
識
層
そ
の
も
の
の
本
質
的
運
命
に
も
懐
疑
と
否
定
と
を
表
白
」
し
た
「
芥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

川
の
自
己
批
判
」
作
で
あ
る
と
説
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
吉
田
氏
は
作
者
自
身

を
秀
林
院
の
立
場
に
置
く
岩
上
説
を
批
判
し
、
「
作
者
は
糸
女
の
立
場
か
ら
徹
頭
徹

尾
眺
め
て
」
い
る
の
で
あ
り
、
「
貞
女
、
烈
女
の
鑑
と
い
は
れ
る
彼
女
を
、
裏
側
か

ら
見
て
容
赦
な
い
皮
肉
を
あ
び
せ
」
、
登
場
人
物
全
て
を
「
冷
酷
に
、
或
は
批
評
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

に
あ
し
ら
」
つ
た
作
品
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
は
ツ

　
こ
の
よ
う
な
偶
像
破
壊
の
意
図
、
「
歴
史
に
於
て
伝
へ
ら
れ
る
彼
女
の
貞
烈
と
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
ロ

養
と
美
貌
と
に
対
す
る
抗
議
」
、
さ
ら
に
は
「
キ
リ
ス
ト
教
否
定
」
を
読
む
通
説
に

対
し
て
は
、
糸
女
の
批
判
す
る
秀
林
院
の
「
性
格
、
人
物
が
信
仰
と
ど
う
関
連
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
従
っ
て
、
殆
ど
批
判
に
は
な
っ
て
み
な
い
。
」
と
す
る
指

摘
も
存
在
す
る
。

　
「
糸
女
覚
え
書
」
の
世
界
を
、
通
説
ど
お
り
語
り
手
糸
女
の
視
座
の
み
に
即
し
て

見
れ
ば
、
完
節
の
貞
婦
、
敬
虔
な
キ
リ
シ
タ
ン
と
さ
れ
る
伝
説
の
美
女
ガ
ラ
シ
ャ

の
偶
像
破
壊
を
意
図
し
た
作
品
で
あ
る
と
す
る
解
釈
は
、
そ
れ
と
し
て
頷
か
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　
糸
女
の
露
悪
的
な
程
の
毒
を
帯
び
た
批
判
の
眼
は
、
「
お
ん
鼻
は
ち
と
高
す
ぎ
、

雀
斑
も
少
少
お
有
り
な
さ
れ
」
て
、
「
さ
の
み
御
美
麗
と
申
す
ほ
ど
に
て
も
無
」
い

と
す
る
伝
説
の
美
貌
の
睡
下
に
始
ま
り
、
容
赦
な
く
夫
人
の
人
間
的
欠
陥
を
暴
き

出
し
て
い
く
。
「
少
し
も
お
優
し
き
と
こ
ろ
無
之
、
賢
女
ぶ
」
り
、
「
お
世
辞
を
好
」

ん
で
、
嫁
（
与
一
郎
室
）
の
美
貌
に
嫉
妬
す
る
醜
く
高
慢
な
虚
栄
心
を
、
父
親
献

上
の
カ
ナ
リ
ヤ
と
「
偽
物
も
数
か
ず
有
」
る
夫
人
所
有
の
舶
来
什
器
類
と
の
対
比

に
よ
っ
て
嘲
罵
し
、
死
の
恐
怖
と
心
細
さ
を
「
愈
『
は
ら
い
そ
』
と
申
す
極
楽
へ

参
り
候
は
ん
時
節
も
近
づ
き
、
一
段
悦
ば
し
く
候
」
と
言
い
繕
う
キ
リ
シ
タ
ン
信

（
三
）
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四
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者
の
独
善
・
虚
飾
を
、
「
お
ん
偽
と
存
じ
上
げ
候
」
と
看
破
す
る
。

　
そ
の
貞
烈
の
内
実
に
つ
い
て
も
、
留
守
居
役
の
無
能
と
自
身
の
虚
勢
の
た
め
に

無
意
味
な
死
を
招
来
し
た
焦
燥
か
ら
、
理
由
な
く
侍
女
達
を
叱
り
罵
倒
す
る
取
り

乱
し
た
様
子
、
三
成
方
と
の
交
渉
決
裂
後
の
信
仰
に
縋
り
切
れ
な
い
心
の
乱
れ
、

嫁
の
違
約
と
無
断
脱
出
の
報
に
誇
り
を
傷
つ
け
ら
れ
た
怒
り
の
「
は
し
た
な
さ
」

な
ど
を
暴
い
て
、
夫
人
の
生
な
人
間
性
の
動
揺
を
冷
酷
に
剔
抉
し
て
い
く
。

　
糸
女
の
仮
借
な
い
批
判
の
眼
は
、
周
囲
の
人
間
に
も
向
け
ら
れ
る
。
世
辞
を
も

っ
て
夫
人
に
取
り
入
っ
た
三
成
方
の
使
者
澄
見
の
素
性
を
「
夫
を
六
人
も
取
り
換

へ
た
る
い
た
づ
ら
女
」
と
罵
り
、
与
一
郎
内
室
の
「
御
利
発
と
は
少
少
申
し
兼
ね
」

る
知
能
を
笑
い
、
共
に
留
守
居
役
の
無
能
を
嘲
笑
っ
た
霜
女
の
動
揺
を
、
近
眼
で

「
日
頃
み
な
み
な
に
な
ぶ
ら
る
る
臆
病
者
」
と
突
き
放
し
、
宣
教
師
の
功
利
的
打

算
を
暴
露
す
る
な
ど
、
登
場
人
物
す
べ
て
を
冷
酷
に
批
評
す
る
。

　
ま
た
、
そ
の
舌
鋒
は
、
「
唯
律
義
な
る
老
人
」
に
す
ぎ
な
い
小
笠
原
少
斎
と
、
「
武

道
一
偏
の
わ
や
く
人
」
で
融
通
の
利
か
な
い
河
北
石
見
の
無
能
・
無
分
別
な
留
守

居
役
ぶ
り
、
及
び
稲
富
伊
賀
の
人
望
へ
の
嫉
妬
の
指
摘
な
ど
に
辛
辣
で
、
夫
人
に

生
害
を
勧
め
る
石
見
の
取
り
乱
し
た
様
子
、
歯
痛
を
病
ん
で
頬
を
腫
ら
し
た
少
斎

の
「
武
者
ぶ
り
も
聯
は
か
な
げ
」
な
様
子
に
皮
肉
な
眼
を
注
い
で
、
貞
婦
の
悲
劇

的
な
最
期
を
さ
え
も
戯
画
化
し
去
る
。

　
し
か
し
、
芥
川
が
典
拠
史
料
に
存
在
し
な
い
架
空
の
人
物
を
登
場
さ
せ
、
悪
意

を
帯
び
た
批
判
者
の
視
座
か
ら
ガ
ラ
シ
ャ
殉
教
の
顛
末
を
赤
裸
々
に
語
ら
せ
た
意

図
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
構
図
の
上
か
ら
再
度
分
析
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
芥
川
が
語
り
手
糸
女
の
設
定
に
あ
た
り
、
い
く
つ
か
の
条
件
を

付
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。

　
武
藤
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
典
拠
史
料
「
霜
女
覚
え
書
」
の
報
告
者
霜
女
は
江

州
田
中
の
城
主
比
良
内
蔵
助
の
娘
で
、
河
内
和
泉
の
城
主
入
江
氏
に
嫁
し
た
が
、

豊
臣
秀
吉
と
明
智
光
秀
が
雌
雄
を
決
し
た
天
正
十
年
（
｝
五
八
二
）
の
山
崎
合
戦

で
夫
と
死
別
後
、
秀
林
院
に
仕
え
た
と
い
う
。
戦
乱
の
巷
を
生
き
抜
い
た
中
年
の

武
家
の
寡
婦
で
あ
り
、
と
も
に
秀
吉
の
覇
権
確
立
の
犠
牲
者
の
位
相
を
共
有
し
て

い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
霜
女
は
秀
林
院
の
最
期
に
あ
た
り
殉
死
を
望
ん
だ
が
、
そ

の
命
に
従
い
、
主
君
忠
興
に
報
告
の
た
め
に
脱
出
し
て
い
る
。
未
定
稿
「
烈
女
」

の
霜
女
と
思
し
い
語
り
手
も
、
そ
の
出
自
・
年
令
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
正
身
の
『
ま

り
や
様
』
か
と
思
ふ
位
、
お
美
し
い
」
秀
林
院
の
「
気
高
さ
」
と
「
お
思
ひ
や
り

の
深
い
」
人
間
性
に
心
酔
す
る
侍
女
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
糸
女
覚
え
書
」
の
語
り
手
糸
女
は
、
魚
屋
清
左
衛
門
な
る
南

蛮
貿
易
商
の
娘
で
、
秋
口
に
は
三
年
間
の
秀
林
院
付
け
の
奥
女
中
勤
め
を
退
き
、

町
家
へ
嫁
入
り
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
女
主
人
と
主
家
の

人
間
た
ち
に
一
定
の
身
分
的
、
ま
た
処
世
観
上
の
距
離
感
を
有
し
て
お
り
、
町
人

娘
の
合
理
主
義
的
・
功
利
的
な
視
座
か
ら
秀
林
院
と
そ
の
周
囲
の
人
物
像
を
批
判

し
、
そ
の
最
期
の
様
相
を
見
届
け
た
報
告
者
の
位
相
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
糸
女
の
成
長
期
は
秀
吉
の
全
国
統
　
に
よ
る
桃
山
文
化
が
現
出
し
た
時
期
で
あ

り
、
糸
女
が
秀
林
院
に
仕
え
た
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
は
、
京
都
醍
醐
寺
の
花

見
に
代
表
さ
れ
る
秀
吉
政
権
の
絶
頂
期
に
あ
た
る
。
以
後
、
同
年
八
月
の
秀
吉
の

死
を
経
て
関
ヶ
原
に
至
る
二
年
余
は
、
次
の
覇
権
争
奪
の
期
を
窺
う
表
面
上
の
平

穏
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
華
麗
な
京
阪
文
化
と
南
蛮
貿
易
商
の
娘
と
し
て
異

国
文
化
に
親
近
し
て
成
長
し
た
糸
女
に
、
戦
国
末
期
の
血
腥
い
時
代
相
を
見
通
す

眼
や
、
秀
林
院
を
緊
縛
す
る
武
家
社
会
の
儒
教
的
婦
道
倫
理
は
存
在
し
な
い
。
従

っ
て
、
糸
女
は
、
国
の
覇
権
を
め
ぐ
る
相
次
ぐ
戦
い
の
狭
間
を
生
き
抜
き
、
封
建

婦
道
倫
理
に
従
っ
て
死
の
運
命
に
殉
じ
た
女
主
人
を
、
冷
然
と
突
き
放
す
設
定
と

な
っ
て
い
る
。

　
芥
川
は
ま
ず
、
糸
女
の
秀
林
院
批
判
の
根
底
に
、
そ
の
南
蛮
か
ぶ
れ
に
対
す
る

嫌
悪
感
を
設
定
す
る
。

　
　
秀
林
院
様
は
よ
ろ
づ
南
蛮
渡
り
を
お
好
み
遊
ば
さ
れ
候
問
、
お
ん
悦
び
斜
な

　
　
ら
ず
、
わ
た
く
し
も
面
目
を
施
し
候
。
尤
も
御
所
持
の
御
－
什
器
の
う
ち
に
は

　
　
贋
物
も
数
か
ず
有
之
「
ご
の
－
－
「
か
な
り
や
」
ほ
ど
、
謄
が
創
る
品
は
一
つ
も
御

　
　
所
持
御
－
幽
■
加
－
く
侯
。

　
そ
れ
は
、
異
文
化
の
流
入
に
嫌
悪
感
を
抱
く
庶
民
感
情
を
直
截
に
表
現
し
た
も
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の
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
そ
の
文
化
へ
の
嫌
悪
に
通
底
す
る
。
し
か
も
、

糸
女
は
貿
易
商
の
娘
と
し
て
女
主
人
よ
り
南
蛮
文
化
に
通
暁
し
て
い
る
と
の
自
負

を
有
し
て
お
り
、
「
贋
物
も
数
か
ず
有
」
る
什
器
類
を
そ
れ
と
知
ら
ず
愛
蔵
す
る
女

主
人
の
西
欧
文
化
心
酔
へ
の
批
判
は
、
蔑
視
に
ま
で
進
ん
で
い
た
。
従
っ
て
、
西

欧
の
文
物
を
絶
対
視
し
、
「
日
本
国
の
女
の
智
慧
浅
き
は
横
文
字
を
読
ま
ぬ
ゆ
ゑ
」

で
あ
る
と
す
る
秀
林
院
の
「
賢
女
ぶ
ら
る
る
」
態
度
に
は
、
強
い
反
感
を
抱
い
て

い
る
。

　
一
方
、
糸
女
は
秀
林
院
仕
え
の
生
活
が
「
浮
き
た
る
話
な
ど
は
相
成
ら
ず
」
、
「
兎

角
気
の
つ
ま
る
ば
か
り
」
で
あ
る
と
言
う
。
そ
こ
に
、
男
女
間
の
恋
愛
沙
汰
に
強

い
関
心
を
持
つ
、
嫁
入
り
前
の
町
娘
の
浮
薄
な
生
活
感
情
も
認
め
ら
れ
る
。
キ
リ

シ
タ
ン
信
仰
に
根
ざ
し
た
秀
林
院
の
厳
格
な
生
活
態
度
と
、
そ
れ
に
生
理
的
な
嫌

悪
を
露
わ
に
す
る
糸
女
と
の
決
定
的
な
心
理
的
乖
離
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
次
の
一
節
は
、
糸
女
の
秀
林
院
批
判
の
根
底
に
あ
る
、
両
者
の
心
理
的
対
立

を
如
実
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
御
機
嫌
も
こ
の
時
よ
り
引
き
つ
づ
き
甚
だ
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
こ
と
、
こ
と
に
わ

　
　
た
く
し
ど
も
を
お
叱
り
な
さ
れ
、
又
お
叱
り
な
さ
る
る
度
に
「
え
そ
ぽ
物
語
」

　
　
と
や
ら
を
お
読
み
聞
か
せ
下
さ
れ
、
誰
は
こ
の
蛙
、
彼
は
こ
の
狼
な
ど
と
仰

　
　
せ
ら
れ
候
間
、
み
な
み
な
人
質
に
参
る
よ
り
も
難
渋
な
る
思
ひ
を
致
し
候
。

　
　
殊
に
わ
た
く
し
は
蝸
牛
に
も
、
鴉
に
も
、
豚
に
も
、
亀
の
子
に
も
、
棕
櫚
に

も
、
犬
に
も
、
腹
に
も
、

野
牛
に
も
、

病
人
に
も
似
か
よ
ひ
候
よ
し
、
く
や

　
　
し
き
お
小
言
を
蒙
り
候
d
と
、
末
代
迄
も
忘
れ
難
く
候
。

　
作
中
に
出
る
「
え
そ
ぽ
物
語
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）

刊
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
エ
ソ
ポ
の
フ
ァ
プ
ラ
ス
』
（
伊
曽
保
物
語
）
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
。
ガ
ラ
シ
ャ
関
係
の
文
献
に
『
エ
ソ
ポ
の
フ
ァ
プ
ラ
ス
』
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
芥
川
の
作
品
に
は
既
に
大
正
六
年
の
「
蛙
」
に
イ
ソ
ッ
プ
の
名
が
あ
り
、
大

正
八
年
三
月
の
「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」
は
「
伊
曽
保
物
語
に
倣
っ
た
も
の
で

一
国
り

あ
る
」
と
い
う
。
そ
の
他
、
十
一
年
の
「
報
恩
記
」
、
未
定
稿
「
孔
雀
」
（
大
正
十

二
頃
）
も
『
伊
曽
保
物
語
』
の
寓
話
を
材
源
に
し
て
い
る
。

　
長
谷
川
郁
美
氏
は
作
中
に
出
る
「
え
そ
ぽ
物
語
」
が
「
『
糸
女
覚
え
書
』
の
深
層

に
仕
掛
け
ら
れ
た
」
「
か
く
し
絵
」
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
性
を
次
の
よ

う
に
説
く
。

　
　
『
え
そ
ぽ
』
の
耽
読
に
勤
し
む
秀
林
院
は
、
自
分
の
す
ぐ
間
近
に
イ
ソ
ッ
プ
の

　
　
よ
う
な
裏
側
か
ら
の
観
察
者
の
眼
が
鋭
く
光
っ
て
い
る
こ
と
に
全
く
気
付
か

　
　
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
自
身
が
あ
た
か
も
こ
の
作
者
に
な
っ
た
如
く
、
「
誰

　
　
は
こ
の
蛙
、
彼
は
こ
の
狼
」
と
大
勢
の
イ
ソ
ッ
プ
達
に
訓
え
て
聞
か
す
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
モ
リ

　
　
う
滑
稽
劇
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
寓
話
を
手
に
「
智
慧
浅
き
」
侍
女
ら
の
教
導
を
試
み
る
秀
林

院
と
、
そ
の
姿
を
冷
笑
を
帯
び
て
注
視
す
る
侍
女
ら
の
構
図
は
、
確
か
に
そ
の
諷

刺
性
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
諷
刺
は
、
「
天
明
の
は
し

め
の
年
阿
蘭
陀
舶
来
に
て
初
め
て
江
戸
駿
河
台
辺
の
人
こ
れ
を
も
と
め
て
庭
籠
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

て
子
を
生
し
め
高
金
を
得
た
り
」
と
あ
る
「
か
な
り
あ
」
を
百
七
十
年
前
の
慶
長

年
間
に
登
場
さ
せ
、
糸
女
の
父
魚
屋
清
左
衛
門
の
献
上
物
の
い
か
が
わ
し
さ
を
暗

示
す
る
構
図
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
よ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
傍
線
部
は
、
糸
女
の
秀
林
院
に
寄
せ
る
憎
悪
の
感
情
の
み
な
ら
ず
、

秀
林
院
の
一
侍
女
に
対
す
る
異
常
な
ま
で
の
拘
り
を
も
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
主

従
関
係
を
越
え
た
両
者
の
感
情
的
な
対
立
を
描
い
た
こ
の
一
節
は
、
秀
林
院
の
「
は

し
た
な
さ
」
の
摘
出
の
み
な
ら
ず
、
憎
悪
の
感
情
を
露
わ
に
し
た
糸
女
の
秀
林
院

批
判
の
、
客
観
的
事
実
性
に
寄
せ
る
読
者
の
信
頼
を
相
対
的
に
弱
め
る
働
き
を
も

な
す
こ
と
に
な
る
。

　
秀
林
院
の
信
仰
に
つ
い
て
も
、
「
の
す
の
す
」
と
い
う
異
国
語
の
奇
妙
な
語
感
、

意
味
不
明
な
祈
り
の
言
葉
に
冷
笑
を
催
す
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
信
仰
そ
の
も
の

の
嘲
笑
へ
と
拡
大
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
理
解
し
が
た
い
も
の

へ
の
蔑
視
に
止
ま
っ
て
い
る
。
糸
女
は
秀
林
院
の
信
仰
の
内
実
や
、
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
に
心
の
拠
り
所
を
求
め
た
女
主
人
の
不
遇
な
境
涯
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
な

い
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
批
判
で
は
な
く
、
女
主
人
と
の
感
情
的
対
立

を
基
底
に
据
え
た
、
そ
の
南
蛮
好
み
へ
の
嫌
悪
と
蔑
視
、
厳
格
な
信
仰
生
活
の
強

（
五
）
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制
へ
の
反
発
、
そ
の
独
善
的
な
思
考
・
態
度
へ
の
辟
易
な
ど
の
外
形
的
批
判
に
止

ま
る
と
言
っ
て
よ
い
。
糸
女
の
言
辞
が
秀
林
院
の
信
仰
そ
の
も
の
へ
の
批
判
に
達

し
得
て
い
る
か
と
い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
語
り
手
の
位
相
を
踏
ま
え
て
、
完
節
の
貞
女
ガ
ラ
シ
ャ
の
偶
像
破

壊
を
意
図
し
た
と
す
る
通
説
を
検
証
す
れ
ば
、
糸
女
に
よ
る
秀
林
院
の
容
姿
の
肥

下
、
人
柄
へ
の
非
難
・
蔑
視
に
は
客
観
性
が
乏
し
く
、
信
仰
の
内
実
に
は
無
理
解

で
あ
り
、
ガ
ラ
シ
ャ
の
信
仰
の
胚
胎
か
ら
殉
教
に
至
る
典
拠
史
料
の
史
実
解
釈
を

転
換
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
悪
意
を
帯
び
た
語
り
手
に
ガ
ラ
シ
ャ
殉
教
の
顛
末

を
赤
裸
々
に
語
ら
せ
た
意
図
は
、
偶
像
破
壊
と
は
位
相
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
　
秀
林
院
の
位
相

　
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
名
高
い
ガ
ラ
シ
ャ
の
信
仰
の
胚
胎
か
ら
殉
教
へ
の
顛
末
は
、

完
節
の
貞
女
伝
説
と
し
て
『
日
本
西
教
史
』
『
近
世
日
本
国
民
史
』
な
ど
に
詳
述
さ

れ
て
い
る
。

　
織
田
信
長
の
命
に
よ
り
忠
興
に
嫁
し
た
ガ
ラ
シ
ャ
は
、
本
能
寺
の
変
に
よ
り
謀

反
人
の
娘
と
し
て
離
別
の
う
え
丹
後
の
味
土
野
山
中
に
幽
閉
さ
れ
、
秀
吉
・
家
康

の
計
ら
い
で
忠
興
の
妻
と
し
て
復
帰
し
た
。
以
後
、
忠
興
を
通
じ
て
高
山
右
近
の

説
く
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
義
に
関
心
を
深
め
、
受
洗
す
る
に
至
っ
た
。
折
か
ら
秀
吉

の
キ
リ
シ
タ
ン
退
去
令
が
発
布
さ
れ
、
忠
興
の
厳
し
い
棄
教
の
要
求
に
耐
え
て
信

仰
を
貫
き
、
関
ヶ
原
の
折
に
夫
の
命
に
従
っ
て
自
害
し
た
。
殉
教
の
経
緯
は
「
霜

女
覚
え
書
」
に
詳
し
い
が
、
そ
の
殉
節
は
、
「
若
し
我
不
在
中
他
諸
侯
よ
り
夫
人
を

眷
恋
請
求
せ
ら
る
｝
か
、
或
は
掠
奪
せ
ら
る
＞
等
の
危
険
に
迫
ら
ば
、
直
に
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
ロ

を
刎
首
し
て
自
ら
屠
腹
す
べ
し
。
」
と
の
命
に
従
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ガ
ラ
シ
ャ
の
信
仰
に
至
る
悲
嘆
、
苦
悩
の
日
々
、
夫
と
の
確
執
、
受
洗
と
夫
の

迫
害
な
ど
、
そ
の
信
仰
の
内
実
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
歴
史
的
環
境
に
つ
い
て
は
、

『
日
本
西
教
史
』
『
近
世
日
本
国
民
史
』
な
ど
を
通
じ
て
芥
川
も
知
悉
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
天
成
の
美
貌
と
忠
興
の
嫉
妬
深
さ
は
、
『
近
世
日
本
国
民

史
』
に
屋
根
葺
き
の
者
へ
の
凶
刃
の
逸
話
と
し
て
語
ら
れ
て
お
り
、
未
定
稿
「
烈

女
」
で
は
食
膳
の
髪
の
毛
を
め
ぐ
る
料
理
人
へ
の
凶
刃
の
話
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
「
糸
女
覚
え
書
」
は
こ
れ
ら
の
史
実
・
逸
話
を
全
て
排
除
し
、
秀

林
院
の
生
涯
最
後
の
数
日
間
に
お
け
る
忠
興
留
守
邸
の
動
静
に
焦
点
を
絞
っ
て

い
る
。

　
作
品
は
、
決
定
的
な
孤
立
無
援
の
状
態
の
中
で
死
の
運
命
と
抗
い
、
死
を
逃
れ

が
た
い
天
の
試
練
と
し
て
受
け
入
れ
る
ま
で
の
数
日
問
の
秀
林
院
の
内
面
を
明
ら

か
に
し
ょ
う
と
す
る
。
突
然
突
き
付
け
ら
れ
た
死
の
現
実
、
苛
酷
な
運
命
に
身
も

だ
え
る
秀
林
院
の
内
面
に
肉
薄
す
る
た
め
に
、
作
者
は
糸
女
と
い
う
虚
構
の
語
り

手
を
設
定
し
、
冷
淡
・
酷
薄
な
観
察
者
の
眼
を
与
え
る
こ
と
で
、
偶
像
化
さ
れ
た

聖
女
の
生
な
人
間
性
を
注
視
す
る
の
で
あ
る
。

　
典
拠
史
料
「
霜
女
覚
え
書
」
に
よ
れ
ば
、
ガ
ラ
シ
ャ
殉
教
の
顛
末
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　
慶
長
五
年
七
月
十
三
日
、
留
守
居
役
の
少
斎
・
石
見
か
ら
、
三
成
方
に
よ
る
大

名
の
人
質
策
の
風
聞
に
つ
い
て
秀
林
院
に
対
応
の
伺
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
秀
林
院
は
三
成
と
主
人
忠
興
は
不
仲
で
あ
り
、
ま
ず
当
家
に
対
す
る
人
質
要

求
が
予
想
さ
れ
る
が
、
最
初
で
な
い
時
は
他
家
の
対
応
に
倣
い
、
最
初
の
場
合
は

両
人
が
対
応
を
分
別
す
る
よ
う
に
伝
え
る
。
少
斎
・
石
見
は
、
与
　
郎
忠
隆
、
与

五
郎
興
秋
は
主
君
忠
興
と
家
康
の
上
杉
討
伐
に
従
軍
し
て
お
り
、
内
記
忠
利
は
江

戸
に
人
質
に
出
て
い
る
た
め
、
人
質
に
出
す
べ
き
人
物
が
な
い
旨
返
答
す
る
が
、

押
し
て
強
要
さ
れ
た
場
合
は
丹
後
に
い
る
先
君
幽
斎
（
藤
孝
）
の
出
府
、
ま
た
は

指
図
を
仰
ぐ
旨
返
答
す
る
と
上
申
し
、
秀
林
院
も
了
承
し
た
。
即
ち
、
こ
の
時
点

で
は
秀
林
院
自
身
へ
の
人
質
要
求
で
あ
る
こ
と
は
、
留
守
居
役
も
秀
林
院
も
理
解

し
て
い
な
い
。

　
次
い
で
、
三
成
方
で
は
秀
林
院
の
許
に
澄
見
と
い
う
出
入
り
の
比
丘
尼
を
派
遣

し
、
秀
林
院
が
人
質
と
し
て
大
坂
城
に
移
る
こ
と
を
要
求
し
た
が
、
秀
林
院
は
夫

忠
興
の
立
場
を
顧
慮
し
て
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
、
澄
見
は
与
一
郎
室
の
姉
が
嫁
し

た
浮
田
秀
家
邸
に
移
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
秀
林
院
は
秀
家
が
三
成
方
に
付
い
て
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い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
拒
否
し
た
。

　
十
六
日
、
つ
い
に
三
成
方
か
ら
正
使
が
立
ち
、
秀
林
院
を
人
質
と
し
て
要
求
し

た
た
め
、
少
斎
・
石
見
は
切
腹
覚
悟
で
拒
絶
し
た
。
秀
林
院
は
敵
が
侵
入
し
た
時

は
少
斎
の
介
錯
に
よ
り
自
害
す
る
意
志
を
固
め
、
与
一
郎
室
も
敵
方
に
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
共
に
自
害
す
る
こ
と
を
約
す
る
。
同
日
深
夜
、
表
門
警
護
の

任
に
つ
い
た
稲
富
伊
賀
が
敵
方
に
寝
返
っ
た
た
め
、
少
斎
は
秀
林
院
に
最
期
を
告

げ
た
が
、
与
一
郎
室
は
密
か
に
脱
出
し
た
の
で
、
秀
林
院
は
少
斎
の
介
錯
に
よ
り

果
て
た
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
芥
川
は
典
拠
史
料
の
十
三
日
か
ら
十
六
日
深
夜
に
至
る
四
日

間
の
出
来
事
を
十
日
か
ら
十
六
日
深
夜
の
七
日
間
に
拡
大
し
、
十
三
日
の
留
守
居

役
の
伺
い
に
先
立
っ
て
、
十
一
日
に
三
成
方
か
ら
澄
見
を
介
し
て
秀
林
院
に
内
々

の
人
質
対
応
要
求
が
な
さ
れ
た
と
す
る
設
定
に
変
え
て
い
る
。
即
ち
、
一
触
即
発

の
緊
迫
し
た
状
勢
と
夫
忠
興
の
厳
命
に
徴
し
て
見
れ
ば
、
三
成
方
に
よ
る
人
質
対

応
の
要
求
は
、
秀
林
院
に
自
ら
死
に
瀕
す
る
事
態
に
直
面
し
た
こ
と
を
自
覚
さ
せ

る
に
充
分
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
澄
見
の
誘
い
に
「
中
中
し
か
と
せ
る
御
決
心
も
つ
き
か
ね
候
や
う
に
見
上
げ
」

ら
れ
る
秀
林
院
の
様
子
、
「
『
ま
り
や
』
様
の
画
像
の
前
に
、
凡
そ
一
刻
に
一
度
づ

つ
は
『
お
ら
っ
し
よ
』
と
申
す
お
ん
祈
り
を
一
心
に
お
捧
げ
遊
ば
」
し
て
い
る
姿
、

翌
十
二
日
は
「
朝
よ
り
秀
林
院
様
の
御
機
嫌
、
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
や
う
に
見
上
」

ら
れ
、
「
え
そ
ぽ
物
語
」
を
例
に
与
一
郎
室
に
訓
話
を
施
す
姿
に
は
、
突
然
の
運
命

の
変
転
に
動
揺
す
る
秀
林
院
の
取
り
乱
し
た
姿
が
認
め
ら
れ
る
。
秀
林
院
の
祈
り

は
「
時
課
」
の
勤
め
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
作
品
で
は
信
仰
に
救
い
を
求
め
る

秀
林
院
の
必
死
な
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
十
三
日
の
留
守
居
役
に
よ
る
人
質
要
求
へ
の
対
応
の
伺
い
は
、
澄
見

を
通
し
て
既
知
の
事
と
し
て
侍
女
ら
の
嘲
笑
を
買
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
秀
林

院
の
返
答
に
対
し
て
、
糸
女
は
「
少
斎
石
見
の
両
人
も
分
別
致
し
か
ね
候
へ
ば
こ

そ
、
御
意
を
も
伺
ひ
し
次
第
に
候
へ
ば
、
秀
林
院
様
の
お
ん
言
葉
は
見
当
違
ひ
」

で
あ
り
、
留
守
居
役
の
対
応
策
に
つ
い
て
も
、
秀
林
院
と
侍
女
ら
を
脱
出
さ
せ
て

留
守
居
役
が
責
任
を
取
る
べ
き
で
あ
る
の
を
、
「
一
も
二
も
な
き
喧
嘩
腰
に
て
、
側

杖
を
打
た
る
る
わ
た
く
し
ど
も
こ
そ
迷
惑
千
万
」
で
あ
る
と
難
じ
て
い
る
。

　
一
方
、
秀
林
院
は
「
又
ま
た
『
ま
り
や
』
様
の
画
像
の
前
に
『
の
す
、
の
す
』

を
お
唱
へ
遊
ば
さ
れ
、
梅
と
申
す
新
参
の
女
房
、
思
は
ず
笑
ひ
出
し
候
へ
ば
、
以

て
の
外
の
こ
と
な
り
と
さ
ん
ざ
ん
御
折
檻
を
蒙
」
つ
た
と
い
う
。
霜
女
の
復
命
に

対
し
て
も
、
秀
林
院
は
「
御
返
事
も
遊
ば
さ
れ
ず
、
唯
お
口
の
う
ち
に
『
の
す
、

の
す
』
と
の
み
お
唱
へ
な
さ
れ
居
り
候
へ
ど
も
、
漸
く
さ
り
げ
な
き
お
ん
気
色
に

直
ら
れ
」
、
「
且
は
御
機
嫌
も
こ
の
時
よ
り
引
き
つ
づ
き
甚
だ
よ
ろ
し
か
ら
」
ざ
る

よ
う
に
な
る
。

　
三
成
方
の
人
質
強
要
へ
の
対
応
と
し
て
、
糸
女
は
留
守
居
役
の
伺
い
に
明
確
な

対
応
策
を
指
示
し
な
い
秀
林
院
へ
の
批
判
を
洩
ら
し
て
い
る
が
、
秀
林
院
と
侍
女

ら
を
密
か
に
逃
が
し
、
留
守
居
役
が
敵
と
戦
う
と
い
う
構
図
は
、
夫
の
厳
命
へ
の

違
反
、
功
利
的
手
段
と
し
て
、
秀
林
院
の
封
建
婦
道
の
倫
理
に
は
背
馳
す
る
。
従

っ
て
、
主
人
ら
の
覇
権
争
い
の
巻
き
添
え
を
嫌
い
、
「
夫
を
六
人
も
取
り
換
へ
た
る

い
た
づ
ら
女
」
「
虫
唾
の
走
る
ほ
ど
厭
」
な
「
大
嫌
ひ
の
狸
婆
」
と
嫌
悪
し
た
澄
見

の
提
案
を
、
「
第
一
に
世
間
の
妙
聞
も
よ
ろ
し
く
、
第
二
に
わ
た
く
し
ど
も
の
命
も

無
事
に
て
、
こ
の
上
の
妙
案
は
有
之
ま
じ
く
」
と
捉
え
る
糸
女
の
打
算
的
な
処
世

観
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
史
上
の
ガ
ラ
シ
ャ
の
殉
節
は
「
儒
教
思
想
の
上
に
融
合
さ
れ
た
日
本
的
キ
リ
シ

　
　
　
め
　

タ
ン
婦
道
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
質
強
要
へ
の
対
応
を
「
第
一
に
は

お
留
守
居
役
の
無
分
別
よ
り
こ
と
を
破
り
、
第
二
に
は
又
秀
林
院
様
御
自
身
の
お

気
性
よ
り
御
最
期
を
早
め
ら
れ
候
も
同
然
の
儀
」
と
捉
え
、
「
迷
惑
千
万
」
「
愈
迷

惑
」
と
唾
棄
す
る
糸
女
の
功
利
的
思
考
と
は
決
定
的
に
対
立
す
る
。

　
『
日
本
西
教
史
』
に
よ
れ
ば
、
侍
女
ら
は
こ
の
時
既
に
受
洗
し
て
お
り
、
ガ
ラ
シ

ャ
の
入
信
の
勧
め
に
対
し
て
家
臣
ら
は
武
士
道
の
倫
理
に
従
っ
て
自
害
す
る
こ
と

を
主
張
し
た
た
め
諦
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
芥
川
は
秀

林
院
の
入
信
勧
告
に
対
す
る
侍
女
ら
の
当
惑
と
、
偽
り
の
入
信
を
誓
う
糸
女
ら
の

エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
点
叙
す
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
「
強
制
」
と
「
排
他
的
独
善
」

（
七
）



（
八
）
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パ
ロ
ロ

が
認
め
ら
れ
る
が
、
秀
林
院
と
侍
女
ら
の
決
定
的
な
心
理
的
乖
離
を
も
描
い
て

い
る
。

　
か
く
し
て
、
秀
林
院
の
周
囲
に
は
緊
急
事
態
に
冷
静
・
適
切
な
対
応
能
力
を
持

た
な
い
無
能
な
侍
臣
と
、
女
主
人
の
運
命
や
心
情
へ
の
理
解
・
同
情
の
念
を
持
た

な
い
、
冷
笑
を
帯
び
た
侍
女
ら
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
の
孤
立
無
援
な
状
態
の
中

で
、
秀
林
院
は
死
の
現
実
と
恐
怖
の
た
め
に
崩
れ
落
ち
よ
う
と
す
る
乱
れ
心
を
、

信
仰
と
自
恃
に
よ
っ
て
必
死
に
支
え
よ
う
と
す
る
。
そ
の
と
き
、
矜
持
と
傲
慢
さ
、

動
揺
と
独
善
の
は
し
た
な
さ
、
そ
の
全
て
を
露
呈
し
て
し
ま
う
の
が
、
人
間
の
真

実
の
姿
で
あ
ろ
う
。
秀
林
院
の
心
理
の
動
き
に
無
関
心
な
糸
女
の
冷
淡
な
視
線
と

嘲
罵
の
言
葉
に
よ
り
、
む
し
ろ
信
仰
に
縋
り
き
れ
な
い
秀
林
院
の
心
の
乱
れ
を
鮮

明
に
形
象
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
与
一
郎
室
が
密
か
に
脱
出
し
た
こ
と
へ
の
秀
林
院
の
怒
り
に
つ
い
て
、
糸
女
は

そ
の
「
は
し
た
な
さ
」
を
冷
笑
す
る
。
与
一
郎
室
と
共
に
自
害
す
る
約
束
は
典
拠

「
霜
女
覚
え
書
」
第
六
条
に
「
与
｝
郎
様
御
上
様
へ
も
、
人
質
に
御
出
し
有
間
敷

候
儘
、
是
も
諸
共
に
御
自
害
な
さ
る
べ
き
由
、
内
々
御
約
束
御
座
候
事
。
」
と
あ
り
、

『
細
川
忠
興
軍
功
記
』
に
よ
れ
ば
「
御
嬢
子
様
は
。
乗
物
三
挺
に
て
大
和
殿
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
い

之
前
御
通
り
に
て
。
肥
前
殿
屋
敷
へ
御
入
被
成
候
」
と
あ
る
。
与
一
郎
室
は
関
ヶ

原
の
の
ち
忠
興
の
激
怒
に
よ
り
離
別
さ
れ
、
事
は
与
一
郎
の
廃
嫡
に
及
ん
で
い
る
。

　
従
っ
て
、
史
的
背
景
を
見
れ
ば
、
与
一
郎
室
の
脱
出
は
東
西
両
軍
の
人
質
問
題

に
関
わ
り
、
か
つ
封
建
婦
道
倫
理
に
背
馳
す
る
行
為
で
あ
り
、
糸
女
の
非
難
す
る

よ
う
な
秀
林
院
の
強
要
で
あ
る
と
の
み
は
解
し
え
な
い
。
し
か
し
、
芥
川
は
与
一

郎
室
へ
の
同
情
と
命
が
助
か
る
こ
と
を
全
て
に
優
先
さ
せ
る
糸
女
の
眼
を
通
し

て
、
自
ら
の
内
に
も
存
在
し
た
死
の
運
命
か
ら
の
脱
出
の
願
い
、
期
待
と
、
そ
れ

を
叶
え
て
く
れ
な
い
重
臣
へ
の
憤
り
の
為
に
醜
態
を
晒
す
秀
林
院
像
を
形
象
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　
芥
川
は
作
品
の
末
尾
に
、
突
然
現
れ
た
若
衆
へ
の
羞
恥
心
を
示
す
秀
林
院
像
を

点
叙
す
る
。

　
　
秀
林
院
様
は
右
の
お
ん
手
に
お
髪
を
き
り
き
り
と
巻
き
上
げ
ら
れ
、
御
覚
悟

　
　
の
体
に
見
上
げ
候
へ
ど
も
、
若
き
衆
の
姿
を
御
覧
遊
ば
さ
れ
、
差
し
と
思
召

　
　
さ
れ
候
や
、
忽
ち
お
ん
顔
を
耳
の
根
迄
赤
あ
か
と
お
染
め
遊
ば
さ
れ
候
。
わ

　
　
た
く
し
一
生
に
こ
の
時
ほ
ど
、
秀
林
院
様
の
御
器
量
を
お
美
し
く
存
じ
上
げ

　
　
候
こ
と
、
　
度
も
覚
え
申
さ
ず
候
。

　
こ
れ
は
史
料
離
れ
の
一
節
で
あ
る
が
、
先
学
の
見
解
は
「
貞
女
、
烈
女
の
裏
面

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ロ

に
対
す
る
苛
辣
な
視
線
」
を
捉
え
、
偶
像
破
壊
の
徹
底
を
見
る
立
場
か
ら
、
糸
女

に
託
し
た
芥
川
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
曖
昧
さ
の
例
と
し
て
「
芥
川
の
、
人
間
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

し
て
の
、
芸
術
家
と
し
て
の
痛
々
し
さ
脆
弱
な
性
格
の
一
面
を
」
認
め
、
「
自
刃
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

前
に
、
若
衆
に
心
を
う
ば
わ
れ
る
愚
か
」
さ
を
見
る
通
説
に
対
し
て
、
「
若
衆
に
顔

を
赤
ら
め
る
瞬
間
の
彼
女
を
美
し
い
と
す
る
表
現
に
、
女
性
た
る
性
に
あ
く
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ハ
マ

自
然
に
生
き
る
こ
と
を
尊
ぶ
素
直
な
芥
川
の
女
性
観
が
現
わ
れ
て
い
る
し
と
解
す

る
な
ど
、
大
き
な
振
幅
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
傍
線
部
は
秀
林
院
の
変
貌
の

み
な
ら
ず
、
糸
女
自
身
の
秀
林
院
観
の
決
定
的
な
転
換
を
印
象
づ
け
る
。

　
突
然
の
死
と
い
う
逃
れ
が
た
い
運
命
の
到
来
、
夫
の
厳
命
、
無
能
な
留
守
居
役
、

侍
女
ら
と
の
心
理
的
対
立
、
信
仰
に
よ
っ
て
は
抑
え
が
た
い
心
の
戦
き
、
共
に
自

害
を
約
し
た
与
一
郎
室
の
裏
切
り
、
侍
女
ら
の
離
散
、
さ
ら
に
追
い
討
ち
を
か
け

る
護
衛
役
稲
富
伊
賀
の
寝
返
り
、
全
て
を
失
い
つ
く
し
た
秀
林
院
の
前
に
「
萌
葱

糸
の
具
足
に
大
太
刀
を
提
げ
」
た
若
侍
が
登
場
す
る
。
「
太
閤
殿
下
と
天
下
を
争
は

れ
し
惟
任
将
軍
光
秀
を
父
と
た
の
」
む
血
筋
へ
の
矜
持
も
、
「
死
し
て
は
『
ま
り
や
』

様
を
母
と
た
の
」
む
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
も
恃
み
だ
ず
、
動
揺
と
醜
態
を
晒
し
た
果

て
の
最
期
の
場
に
お
い
て
、
秀
林
院
は
無
垢
な
女
心
と
生
気
を
回
復
す
る
の
で

あ
る
。

　
細
川
家
に
嫁
し
て
以
来
、
夫
忠
興
以
外
の
「
男
の
顔
を
御
覧
遊
ば
さ
れ
候
は
今

日
こ
の
少
斎
を
は
じ
め
と
致
さ
れ
候
よ
し
」
と
い
う
誇
張
表
現
を
前
提
に
す
れ
ば
、

死
に
際
の
愚
か
な
羞
恥
心
と
も
解
さ
れ
よ
う
が
、
芥
川
が
主
家
の
危
機
に
奮
戦
す

る
若
侍
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
を
失
い
尽
く
し
た
秀
林
院
の
魂
に
救

い
を
与
え
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
秀
林
院
の
自
恃
も
信
仰
も
、
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全
て
を
虚
飾
と
し
て
嫌
悪
と
蔑
視
を
露
わ
に
し
た
糸
女
に
あ
っ
て
も
、
全
て
を
失

い
、
家
臣
の
刃
の
前
に
身
を
委
ね
よ
う
と
す
る
女
主
人
の
姿
に
、
美
し
い
女
人
像

を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

　
典
拠
「
霜
女
覚
え
書
」
に
よ
れ
ば
、
三
成
方
の
軍
勢
は
ガ
ラ
シ
ャ
の
自
害
以
前

に
兵
を
引
き
上
げ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
忠
興
室
の
自
害
は
三
成
方
の
内
室
人
質

策
に
齟
齬
を
生
ぜ
し
め
、
関
ヶ
原
の
戦
の
帰
趨
に
影
響
を
与
え
、
ま
た
ガ
ラ
シ
ャ

殉
教
の
悲
劇
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

は
動
揺
と
醜
態
を
晒
し
た
果
て
の
殉
節
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、

さ
は
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

四
　
芥
川
の
位
相
と
「
糸
女
覚
え
書
」
の
位
置

「
糸
女
覚
え
書
」
で

そ
の
死
の
無
意
味

　
本
篇
制
作
時
を
含
む
数
年
間
は
、
芥
川
の
実
生
活
で
、
身
体
的
・
対
社
会
的
に

大
き
な
転
変
の
生
じ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
大
正
十
年
三
月
か
ら
四
ヶ
月
に
わ
た

る
中
国
旅
行
以
来
著
し
く
健
康
を
害
し
た
芥
川
は
、
胃
腸
の
病
、
神
経
衰
弱
、
不

眠
に
苦
し
ん
で
「
痩
躯
一
層
痩
せ
て
蟷
螂
の
如
く
」
（
大
正
十
・
九
・
八
、
薄
田
淳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

介
宛
）
に
な
り
、
翌
十
｝
年
正
月
に
は
知
人
に
「
死
相
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る

程
の
憔
悴
ぶ
り
を
示
す
。
「
目
下
病
む
と
こ
ろ
第
　
胃
、
第
二
腸
、
第
三
頭
、
第
四

心
臓
」
（
大
正
十
一
・
二
・
十
八
、
同
）
と
い
う
健
康
の
衰
え
は
、
そ
の
創
作
力
の

著
し
い
減
退
を
も
も
た
ら
し
、
「
こ
の
頃
雑
誌
に
も
小
説
を
書
か
ず
旧
稿
に
手
を
入

れ
た
る
位
に
て
お
茶
を
濁
し
居
」
（
同
）
る
と
い
う
状
態
に
な
る
。
こ
の
正
月
頃
か

ら
書
斎
名
を
「
我
鬼
窟
」
か
ら
「
澄
江
堂
」
と
改
め
て
、
以
後
は
「
澄
江
堂
主
人
」

の
署
名
を
用
い
る
な
ど
、
心
機
一
転
を
期
し
て
創
作
に
向
か
っ
た
が
、
十
一
月
に

は
次
男
多
加
志
の
誕
生
も
あ
り
、
「
心
臓
を
い
た
め
又
胃
腸
を
そ
こ
な
ひ
ず
っ
と
病

臥
、
新
年
号
の
小
説
の
約
束
も
三
つ
四
つ
あ
り
ま
し
た
が
皆
断
り
ま
し
た
」
（
同
年

十
二
・
二
、
真
野
友
二
郎
宛
）
と
い
う
宿
痾
の
昂
進
の
中
で
、
家
計
を
支
え
る
重

荷
に
喘
ぎ
、
「
こ
の
頃
し
み
じ
み
売
文
糊
口
の
難
き
を
思
ひ
居
る
次
第
」
（
同
、
与

謝
野
寛
宛
）
と
悲
鳴
を
洩
ら
し
て
い
る
。

　
十
二
年
の
春
に
は
、
「
漸
元
気
恢
復
い
た
し
、
健
啖
を
き
は
め
居
り
候
］
（
四
・

十
四
、
岡
栄
一
郎
宛
）
と
記
す
程
の
回
復
を
見
せ
た
が
、
こ
の
年
は
、
義
兄
西
川

豊
の
入
獄
（
一
月
）
、
有
島
武
郎
の
情
死
（
七
月
）
、
関
東
大
震
災
（
九
月
）
、
大
杉

栄
の
虐
殺
（
同
）
、
折
か
ら
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
興
隆
な
ど
、
そ
の
身
辺

を
揺
る
が
す
事
件
が
相
次
ぐ
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
文
芸
界
に
多
大
な
影
響
と
深
刻

な
打
撃
を
与
え
た
が
、
芥
川
は
自
己
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
て
明
瞭
な
反
応
を
示

し
て
い
な
い
。
そ
の
波
紋
は
、
心
身
の
疲
労
と
衰
弱
が
進
行
す
る
中
で
心
意
の
内

部
に
深
く
沈
潜
し
、
や
が
て
晩
年
の
苦
悩
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
「
糸
女
覚
え
書
」
は
、
死
と
信
仰
（
宗
教
的
救
済
）
の
問
題
を
最
も
リ
ア
ル
な
場

で
追
究
し
よ
う
と
し
た
意
欲
作
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
大
正
十
二
年
末

の
芥
川
の
心
の
内
部
に
密
か
に
死
が
忍
び
寄
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
三
年
四
月
九
日
受
理
）

〔
1注

〕

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

　
吉
田
精
一
著
『
芥
川
龍
之
介
』
（
昭
和
一
七
、
三
省
堂
）
「
二
十
五
　
黄

雀
風
」
。

　
武
藤
光
麿
「
芥
川
龍
之
介
の
創
作
態
度
に
つ
い
て
一
『
糸
女
覚
え
書
』
を

め
ぐ
っ
て
一
」
（
「
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
一
三
号
、
昭
和
三
九
・
三
）
。

　
山
本
健
吉
「
芥
川
龍
之
介
論
」
（
『
近
代
日
本
文
学
研
究
・
大
正
文
学
作
家

論
・
下
巻
』
昭
和
　
八
、
所
収
）
。

　
吉
田
「
糸
女
覚
え
書
」
（
岩
波
書
店
刊
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
月
報
6
、

昭
和
五
三
）
。

　
大
正
十
五
年
一
月
十
六
日
付
葛
巻
義
敏
宛
、
同
二
十
一
日
付
芥
川
道
章

宛
、
二
月
八
日
付
片
山
弘
子
宛
書
簡
な
ど
。

　
呂
宋
助
左
衛
門
の
名
は
「
報
恩
記
」
（
大
正
一
一
・
四
）
に
出
て
い
る
。

　
（
4
）
に
同
じ
。

　
岩
上
順
一
著
『
歴
史
文
学
論
』
（
昭
和
一
七
、
中
央
公
論
社
）
「
十
六
　
古

代
の
衣
裳
・
『
尾
形
了
斎
覚
え
書
』
『
糸
女
覚
え
書
』
等
に
つ
い
て
」
。

（
九
）
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（
9
）
　
（
1
）
に
同
じ
。

（
1
0
）
　
佐
藤
泰
正
「
切
支
丹
物
1
そ
の
主
題
と
文
体
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の

　
　
研
究
」
二
二
巻
六
号
、
昭
和
五
二
・
五
）
、
河
泰
厚
「
『
糸
女
覚
え
書
』
小
考
」

　
　
（
「
新
樹
」
一
一
号
、
平
成
八
・
九
）
な
ど
。

（
1
1
）
　
（
3
）
に
同
じ
。

（
1
2
）
　
坂
本
浩
「
き
り
し
た
ん
物
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
≡
二
巻
一
一
号
、

　
　
昭
和
三
三
・
八
）
。

（
R
）
　
笹
淵
友
一
「
芥
川
龍
之
介
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
」
（
同
前
）
。

（
1
4
）
　
「
風
変
り
な
作
品
二
種
に
就
て
」
（
大
正
一
五
・
一
「
文
章
往
来
」
）
。

（
1
5
）
　
長
谷
川
郁
美
「
『
隔
し
絵
』
の
文
学
－
芥
川
龍
之
介
『
糸
女
覚
え
書
』
に

　
　
お
け
る
パ
ロ
デ
イ
の
方
法
に
つ
い
て
一
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
二
八
号
、
平

　
　
成
四
・
一
　
）
。

（
1
6
）
　
『
増
補
俚
言
集
覧
・
上
』
（
明
治
三
二
）
に
拠
る
。

（
1
7
）
　
『
日
本
西
教
史
・
下
』
（
大
正
一
五
、
太
陽
堂
書
店
）
。

（
1
8
）
　
海
老
沢
有
道
著
『
切
支
丹
の
社
会
活
動
及
南
蛮
医
学
』
（
昭
和
一
九
、
冨

　
　
山
房
）
三
二
七
頁
。

（
1
9
）
　
（
1
0
）
の
河
氏
の
論
。

（
2
0
）
　
『
群
書
類
従
・
第
武
拾
輯
下
』
所
収
。

（
2
1
）
　
（
4
）
に
同
じ
。

（
2
2
）
　
佐
々
木
啓
一
「
芥
川
龍
之
介
の
キ
リ
ス
ト
教
観
－
続
切
支
丹
物
に
つ
い

　
　
て
一
」
（
「
論
究
日
本
文
学
」
一
〇
号
、
昭
和
三
四
・
四
）
。

（
2
3
）
　
三
好
行
雄
「
作
品
解
説
」
（
角
川
文
庫
『
少
年
・
大
導
寺
信
輔
の
半
生
』
）
。

（
2
4
）
　
石
割
透
「
第
七
短
編
集
『
黄
雀
風
』
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」

　
　
二
二
巻
六
号
、
昭
和
五
二
・
五
）
。

（
2
5
）
　
「
病
中
雑
記
」
（
大
正
一
五
・
二
「
文
芸
春
秋
」
）
。

A　Composition　of“Itojyo－oboegaki”

　　　　　　　　　　　　　　　　Toshikazu　KATSUKURA

　　　“Itojyo－oboegaki”by　Ryunosuke　AKUTAGAWA　is　his　historical　novel　that　depicted　the

complicated　anecdote　in　the　year1600A．D．

　　　AKUTAGAWAwasbased　on　the　famous　storytellingofmartyrdombyGracia，and　added

the　experience　of　his　own．

　　　This　essey　made　clear　the　original　work　and　the　intention　of　AKUTAGAWA　in　contrast

with　the　historical　materials，and　actual　problems．

（一

Z
）


